
P4C japan 7 月ミーティング記録 

 

日時 2016.7月 24日 日曜日 17:30～ 

場所：大阪大学中之島キャンパス９階 

出席者：大学教員 2  大学附属中等教育（高校） 1 中高一貫私学中学校 1 小学校 1 パン屋さん１ 

    博士課程学生２（ノーステキサス大） その他教員 １ 

記録：辻村 

0.自己紹介 

 環境教育を専攻するアメリカの院生（日本人とアメリカ人） 大学の教育原理編纂中の大学の先生 

 地域の取り組みで子どもたちとの関わりが深いパン屋さんがNew Commerとして参加頂いた。  

 

内容：哲学プラクティス連絡会 第２回大会桝形氏発表内容に関する質疑 

発表 PPT原稿に基づき質疑応答が行われた。 

 

 

Q学校はこれらの学びを自覚的に、あるいはメタレベルで実施していない～ における「学校」とは？ 

A「学校では」と置き換えても何ら差し支えない。 

・生活言語からいきなり学校文化の「言葉」に変わることで、学校についていけない子どもを産み出す。 

 

その子どもたちを P4C では「聴く」「ボール」≒（セーフティ）によってケアする。あるいは、クラス

メイトによるホロ－アップ的な言説によって子どもたちはケアされる。 

 

 



 

 

 

○教科の言葉で語らされているので、「自分の言葉で語ることの楽しさ」 

 

参加者からの感想：商店会でも、何か言っているようで何も言っていない「言葉」でのやり取りに終始

することがある。にも関わらず、（予定調和的に）「議決」されていく不思議。 

 

言語レベルの変化に対して 

間接話法（Indirect Communication）とのアナロジーに拠る意見が提示された。 

 I  You（生活値知？）から I It（知識－科学値知？）の関係に変わるのではないか？ 

 



 

 

○勇気なのだろうか？ 

 「勇気」という観点に依拠して段階的発展をなすという考察に対する違和感の提示があった。 

 「難しい」という観点では「～否定的評価」を提示することの方が。「～ケア的発言より、「難しい」

のではないか？ 

 

 

○朝のウォーミングアップ 

 アメリカで行われている。―言語活動の修得には有効であろう。 

 

 

 

 

 

以上 

 


